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を利(VR) している。評価のために，観察者の自由な観察行動を導入し得るインタラクティブ 3 次元シミュレータ
用し，実験を行っている O
第 1 章は序論で，研究の背景や目的，関連する既往の研究を整理し，本研究の位置づけを明らかにしている。
第 2 章では，本実験のためのモデ、ルの構築ならびに実験方法の検討を行っている O 実験モデルのベースとして，新
しい景観コントロールが適用される大都市中心部街路をとりあげ，景観の経時的変化にもとづいて予測される 82 タイ
これらを対象として，第 3 章と第 4 章での実プのモデ、ルを抽出し，類似性判別実験によって10 タイプに絞っている o
験を行っている。






第 4 章では，観察者の移動速度を 1 つのファクターとして考え，歩行者と乗車者の異なる移動主体を想定し，異な
るスピードにおける景観評価の比較を行っている。時速 5km (歩行)， 50km, 80kmの 3 つの移動速度を設定した実験














ルは，類似性判別の結果， 10 タイフ。に絞られ得ることを明らかにしている o





(4) 徒歩観察者ならびに自動車を想定した 3 通りの移動速度(時速 5 km, 50km, 80km) の相違による，景観の「連
続性」・「開放感」・「好ましさ」に対する評価には有意な差が見られないこと，および，移動速度が速くなるこ
とによって， í連続性」判断の評価基準が変化することを示している。
以上のように，本論文は街路景観の経時的変化と観察視点の移動を組み込んだ新しい景観研究の観点とその方法を
開拓するとともに，評価構造の特性を明らかにしており，建築工学，特に，都市景観研究の発展に寄与するところ大
であるo よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
-864-
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